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まれた。民族意識の強い父ヤン・イェセンスキー（ Jan Jesenský, 1870-1947）と主婦として
夫に従う病弱な母ミレナ・イェセンスカー（Milena Jesenská［旧姓：ヘイズラロヴァー




















モード欄の記事の執筆や編集も担当するようになった。1920 年代は 3 紙の日刊紙、『論壇』、










た。物理的距離の離れた夫クレイツァルとも 1933 年に離婚した。  
約 10 年にわたるモルヒネとの闘いを乗り越え、1937 年から、主に政治を扱う、独立系
の週刊誌『現在』（Přítomnost, 1924-1945）で記事を書き始めた。記事にはドイツとの国境
沿いを取材して書いたナチスの脅威を伝えるルポルタージュなどが綴られた。また、地下
組織の雑誌編集も手伝った。そのことが問題視され、1939 年 11 月に、反ナチス活動への
協力の嫌疑でゲシュタポに逮捕された。1940 年 6 月の裁判では証拠不十分で訴状が棄却さ
れたにもかかわらず、プラハの拘置所を経て、1940 年の秋にはドイツ北部に位置するラー























































（Max Brod, 1884-1963）によってカフカの小説が出版され、1945 年にジャン＝ポール・サ
















ュコヴァー（ Jaroslava Vondráčková, 1894-1986）である。この 3 名によるイェセンスカー
の伝記とカフカからの書簡によって、イェセンスカー像がある程度形成された。その後、
1990 年代以降になって、イェセンスカーとの直接的接点のない世代、すなわち第三者の立
場である研究者 4 名による伝記作成が始まった。  
1993 年に刊行されたマルタ・マルコヴァー=コティコヴァー（Marta Marková-Kotyková, 
1947- ）の『ミレナ神話』（Mýtus Milena）、1994 年にドイツで出版されたアレナ・ヴァグ
ネロヴァー（Alena Wagnerová, 1936- ）の『ミレナ・イェセンスカー伝』（Milena Jesenská: 
Biographie）や、1995 年に英語圏で出版されたメアリー・ホッカデイ（Mary Hockaday, 1962- ）
の『カフカ、愛と勇気—ミレナ・イェセンスカーの人生』（Kafka, Love and Courage）、1996
年にチェコで出版された、チェコのイェセンスカー研究第一人者マリエ・イラースコヴァ
ー（Marie Jirásková, 1938- ）による『3 つの選択に関する簡単な報告—1939 年以降のミ
レナ・イェセンスカー、ヨアヒム・フォン・ゼトヴィツ、ヤロスラフ・ナフトマン』（Stručná 




著作研究としては、1984 年にドイツで出版されたドロテア・ライン（Dorothea Rein, 
1945- ）編『すべてが人生』（Alles ist Leben）、1996 年にプラハで出版された、ヘグネロヴ
ァー編『外からと内から—ミレナ・イェセンスカーの著作選集』（Zvenčí a zevnitř）、翌
1997 年に同じくプラハで出版された、ブリアン編『われらの力の超えたところへ—チェ
コ人、ユダヤ人およびドイツ人 1937-1939』（Nad naše síly）、1998 年刊行のヴァグネロヴァ
ー編書簡集『ミレナ・イェセンスカーの手紙』（Dopisy Mileny Jesenské）、2001 年に英語圏
で出版されたヘイズ編『ミレナ・イェセンスカーのジャーナリズム—戦間期中欧におけ
る批判的な声』（The Journalism of Milena Jesenská）、2016 年に刊行された、先述のイラース
コヴァーによる、これまでで最も大部な著作集『ミレナ・イェセンスカー交差点（著作選














（Vojtěch Dolejší, 1903-1972）による回顧録『新聞と新聞記者—記録と記憶から』（Noviny 
a novináři）、およびベラーンコヴァーほかによる『チェコスロヴァキア・ジャーナリズム
史  第三巻  チェコおよびスロヴァキアの印刷物（ 1918-1944）』（ Dějiny československé 
žurnalistiky III. díl）について言及した。  
 
研究の方法 
 主に 1920 年代に掲載されたイェセンスカーの記事および著書を分析対象とし、1930 年
6 月 1 日までに書かれた『人民新聞』掲載の記事までを含めた。  







壇』、『国民新聞』、『人民新聞』の 3 つの日刊紙、および写真週刊誌『鮮やかな週』（Pestrý 
týden, 1926-1945）である。イェセンスカーは、これらすべてのメディアにおいて、記事執
筆だけでなく編集にも携わり、『鮮やかな週』では、創刊にも深く関わった。1920 年代の









以上を占め、また記事の本数としては約 3 分の 2 を占めたことの意味を問い直す必要があ











































存在であったマリエ・ファントヴァー（Marie Fantová, 1893-1963）の 2 人を取り上げ、そ
れぞれの略歴と特徴をまとめた。  





















ものとなった。第 5 節では、本論文の分析の対象には入らないが、約 20 年間にわたる彼女
の活動の後半部分を占める 1930 年代の活動を概観した。1930 年代前半の活動は、いまだ
多くのことが明らかとなっていないなか、本論文では、とりわけ 1932 年にロマン・ロラン



























































を実は持論の展開に活用していたことを提示した。以上第 1 節から第 3 節については、第
4 章において論じた「シンプル」の理想が、具体例として反映されたものであることも指
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論文審査の結果の要旨 
学位の種類  博士（国際文化）  氏 名  半田幸子  
学位論文の  
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 執筆者は、戦間期チェコの新聞や雑誌を渉猟してイェセンスカーの翻訳 306 本、文芸欄や
モード欄などの記事 1,118 本を収集し、盤石の基礎資料を踏まえて論を展開した。補遺の
「記事データ一覧」には、先行研究で発見されていない記事 38 本が含まれている。  
 本論文は２部構成である。  




とで、1930 年代の「左傾化」の萌芽が当初より見られることを明らかにした。  
 第 2 部では、1920 年代のモード記者時代の活動に焦点を定め、記事の分析を行ってい








もあったことを指摘した。第 5 章では、第 4 章を踏まえ、時代と流行の関係について、大量
生産・大量消費社会における個性、身体と衛生、モード・ライフスタイル論における外国イ  
別記様式  博退－Ⅵ－２－②－B 
 
メージなど、さらに詳細に論じている。イェセンスカーが服飾における「シンプル」を、大
量生産・大量消社会における個性の埋没ではなく、社会階層の視覚的平準化として肯定的に
捉えたこと、また短期間で移り変わる、狭義の流行に関して批判的であったが、時代の変動
を見据えるなかで彼女が推奨したシンプルで合理的なスタイルは、俯瞰すれば、まさに同時
代の大きな潮流に合致していたことなど、注目するべき指摘が散見される。  
 審査においては、「モード」という概念について、イェセンスカー自身の多義的用法を整
理するにとどまり執筆者自身の用法が確固たるものに至っていない、あるいはイェセンスカ
ーの活動の歴史的政治的背景についてさらに踏み込んだ議論があってよい等の指摘もあっ
た。しかし全体として、学術的に大変優れた論考である、との見解で審査員は一致した。  
 本論文は、執筆者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有している
ことを示している。よって本論文は、博士（国際文化）の学位論文として合格と認める。  
